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携帯型シークエンサーにより乳房炎原因菌をその日のうちに判定! 
 

研究成果のポイント 

- 乳房炎は酪農をする上で、最も問題となる病気(経済損失は日本全体で年間 800

億円) 

- 原因となっている細菌をすぐに判定することができることで、より有効な治療

が可能 

- 従来の細菌培養法では判定までの時間が 1 日は必要だったが、携帯型シークエ

ンサーの活用で 6 時間程度にまで短縮 

- 携帯型の機器なので応用しやすく、酪農現場での活用が期待される 

 

研究成果の概要 

酪農学園大学 臼井教授らの研究グループは、携帯型シークエンサー(nanopore 

sequencer)を活用することで、乳房炎の原因となる細菌をその日のうちに判定で

きる方法を開発しました。 

乳房炎は、酪農をする上で、最も問題となる病気で、その経済損失は日本全体

で年間 800 億円にのぼると言われています。乳房炎の治療には、抗菌薬が使用さ

れますが、適切な抗菌薬の使用のためには、一刻も早い原因細菌の発見が必要で

す。これまで、乳汁から細菌を培養することで細菌検査が実施されておりました

が、原因細菌の判定には少なくとも 1 日かかります。そのため、迅速な原因細菌

の発見方法の開発が酪農現場からは求められていました。 

そこで今回、簡易かつ安価な携帯型シークエンサーを用いた原因細菌の判定法

の開発を行いました。結果、6時間程度で、乳房炎の原因となる細菌(大腸菌や黄

色ブドウ球菌など)を正確に判定する方法が確立されました。これにより、検査を

開始したその日のうちに、判定結果を治療に反映することが可能になりました。 

開発された方法が普及することで、乳房炎に苦しむ乳牛や酪農家の助けになる

ことが期待されます。 
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乳房炎

酪農家に甚⼤な被害
現状︓
培養に時間がかかる（少なくとも1⽇）
培養法は、判定までに時間がかかり、結果を治療に反映することが困難

携帯型シークエンサー(nanopore sequencer)の活⽤

携帯可能
安価
簡易

DNAを⼀分⼦ずつ⼩さな⽳
（nanopore）を通し、塩基が通る
際の電流変化の違いを利⽤して塩基
配列を解読
これまでのシークエンサーとは全く
異なる原理

16S rRNAの増幅

乳房炎乳汁をサンプリング

Nanopore sequence

DNA抽出

わずか半⽇で、結果に基づいた治療(抗菌薬の選択)が可能

原因細菌の発⾒

試験開始から6時間程
度で原因細菌を発⾒!!


